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【主な研究成果】
本研究では、Alの高度リサイクル技術の開発を目指して、不純物元素（X）を含むAl-X系合金に対して第3元素（Y）を加えたAl-X-Y系において親和性を利用した凝固偏析によるAlの高純度化を目指す。昨年度見出した不純物元素Cuに対する第3元素（Y）において、Al-Cu-Y系合金を用いた熱力学平衡実験を実施し、不純物元素Cuの固相/液相間の分配を調査した。その結果、第3元素（Y）の添加により固相Al中のCu濃度は影響を受けないが、液相Al中のCu濃度は増加することが明らかとなり、Inの親和性を利用して凝固偏析におけるAl中のCuの除去を促進できる可能性があることが示唆された。加えて、Cu以外の不純物元素Fe, Siについても親和性の観点からAl-X-Y系合金（X:不純物元素、Y:第3元素）において、状態図に基づき、固液間の分配係数などへの第3元素の影響を予測した。その結果、Fe, Siの凝固偏析を促進する第3元素（Y’）を抽出した。

【今後の展望】
凝固後の組織の観察から凝固過程において固相の間に液相が残存し、偏析に影響を与えるという知見が得られており、同液相の残存の一つの主要因として考えられる凝固時の界面に影響を及ばすAl合金系の界面張力を既存の実験データ、モデル等に基づき議論する必要がある。

【具体的な成果】
特になし
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